
平成２９年度 城山公民館運営審議会開催概要

1 日 時 平成 29年 6月 29日
2 場 所 城山公民館 102教室
3  出席者 運営審議委員 7名 (小池会長･岩倉委員･廣澤委員･石坂委員･北澤委員･

和田委員･小山委員)      
事務局 2名     (小林館長･岩田係長) 

4 報告事項
 （1）城山公民館の概要と平成 28年度 城山公民館企画事業の報告
 （2）平成 28年度 城山公民館の運営を振り返って
 （3）城山公民館 別館ホール（旧蔵春閣）の閉鎖について
（3）城山公民館 第一地区分館の耐震工事について
〈質疑応答〉 

委 員  学校との連携が難しいとあるが、どんなところに難しさを感じているの

か教えていただきたい。 

事務局  学校現場にいた立場から、学校の先生方は、住民自治協議会という組織

も理解できていないのではないかと思う。これは住民もそうだと思う。

また、地域公民館と市立公民館の違いも理解していただけていないよう

に思う。市立公民館は、学校と同じく教育委員会のもとに教育大綱をめ

ざしている。教育の場として公民館もあるということや同じねらいのも

とにあるということを、多くの方々に理解していただけない難しさがあ

る。また、各校にチラシを持っていくときに、家庭数を印刷してお届け

したいが、予算の関係上、各校に多くて40部前後しかお届けできない。

チラシを学校に預けるが、児童・生徒まで届いてないという実情がある。

例えば、6月に「デジタル地球儀」を使った講座を行った。デジタル地

球儀に触ると砂漠化や鳥の渡りなどが分かるすばらしい教材だった。こ

の講座に各校の子どもたちに来ていただきたいという願いのもとに管

轄の小学校に出向きお配りしたが、それをきっかけに来たという方はい

なかった。ただ、城山小学校の学校評議委員会で、講座のお話をさせて

いただき、2組のご家族が参加し感動されていた。参加者から、どうし

てこんな素晴らしいものが広がらないのかというご意見もいただいた。

校長先生に事業の案内を気持ちよく受けていただいても、担任の先生か

ら子どもたちに伝わるときに意外に伝わって行かないのではないかと

思う。担任の先生方の多忙さを思うといたし方ないように思う。しかし、

担任の先生方に公民館活動の理解が進んでいかないところにも、課題が

あるように思う。学校現場の多忙さも重々承知の上で、学校は学校以外

の教育の場との連携への理解が難しいと思う。平成29年度、学校との



連携に少し動きが生まれてきている。ご協力いただきたい。 

会 長  平成 27年と平成28年を比べさせてもらうと質、量ともに充実してい

る。館長はじめ職員に感謝している。職員の住民をお迎えするこころに

心温まる。今、殺伐とした自己中心の社会となっているが、具体的に実

践している。すばらしいことと感じる。 

学校との連携については、同じ教育委員会として教育センターの中の研

修などと連携できないか。教育委員会の研修のあり方や学校の先生にか

かわらずこの地域には信州大学教育学部があるので、大学の先生や大学

生など将来を担っていく長野県や全国の教育をつかさどっていく先生

の卵である方々に、地域を考える研修という形で実際に見学してもらう

ことも大事ではないかと思う。信州大学と連携して、将来的なことを考

えていく時に公民館を知っていただくこと、学校の先生方が学校と同時

に地域との連携ということも考えていく必要があるのではと思う。 

事務局  信州大学については、2月に毎年、社会教育を受講されている学生が参

観したり、館からもお話をさせていただく機会がある。 

昨年度の運営審議会でご提案いただいて、信州大学生が勉強会のサポー

トに来ていただくことになっている。初めての試みである。地域のネッ

トワークをつないでいければと思っている。 

 会 長  第一地区分館の工期はいつ終了か。 

 事務局  予定は10月末となっている。工事の進捗状況で工期が延びる可能性も

ある。館では11月から貸館を行える見通しで利用者にも通知している。 

 委 員  11月から使えるとしても前月申請か。 

 事務局  工事の進捗状況を利用者に通知して使える形をとる。 

 委 員  耐震工事期間の貸館は地域公民館に振り分けられるのか。 

 事務局  館ではそこまで把握していない。どこを使うかは各利用者にお任せして

いる。工事期間中は、それぞれがお探しいただいくようにお願いしてい

る。 

      工事については、耐震工事のほかに、一階の会議室を広くしたり、トイ

レを男女別に分けたり、畳を全て入れ替える。ただし、エレベーターは

つけられなかった。ご迷惑をお掛けいたしますがよろしくお願いします。 

5 審議事項
 （1）平成 29年度 城山公民館 重点目標について
   ＊このことについて、事務局の案が採用されることに決定した。

 （2）平成 29年度 城山公民館 企画事業について
 （3）その他
〈質疑応答〉 

会 長  「絆」は深い、高度なそういう意味が含まれている。結びつきのさらに



上の高いレベルである。「つなぐ」はそこよりももう少し前の段階でお

互いに交流の場を深めていくという意味合いになる。堅苦しくではなく、

もっとフランクに、出会いの場所であるし、また行ってみようという様

な、更にその様な方向に導いていていきたいんだということだと思う。

この部分は非常に大事である。一番は出会いの場所である。その出会い

がさらにもう一歩、次の段階にしていこうということは非常に有効なこ

と。 

委 員  まさに、出会って、つながって、深め合って絆になっていくと理解して

いる。 

委 員  城山公民館を使わせていただいて、身近になったと感じている。使いや

すくなった。平成29年度の活動を見ると、次世代の子どもとの付き合

い方やつながりを考えているんだと感じる。成人学校というとシニアの

学校というイメージがあった。しかし、視点を変えていかなければなら

ない、シニアの学校ではなく、みんなの学校ということを感じた。育成

会等で、城山公民館の活動をうまく利用していきたい。育成会等で発信

していきたい。 

学校の先生方との連携については、校長先生には伝わるが、担任の先生

レベル、特に中堅クラス、ベテランの先生は、自身のやり方ができあが

っている。先生の初任者研修や信州大学の学生などの次世代の先生にう

まく働きかけていくのが大事ではないか。長野市の教育委員のレベルで

連携の話を伝えていくと教育委員会内で連携できるのではと思う。つな

がりを深めていただきたいと思う。 

委 員  公民館に携わって9年になるが、城山公民館の事業や講座には一度も出

たことがない。地域の住民に聞いてもあまり関心がないような気がする。

回覧等でチラシは目にするがもっと告知しなけらばならないかなと思

う。 

委 員  地域の少子高齢化が進んでいる。地域の活動について、城山公民館の活

動を手本として利用できないかと考えている。実際にどのような活動を

しているのか、またどんな問題があるのかということで、昨年から城山

公民館の成人学校に入った。受講者は、成人学校の講座の内容に集中し

ていて、受講者同士の交流がない。ほかの講座は分からないが、入った

講座は、長く講師や受講者が続けていて、毎年同じような内容かと思う。

このことが、成人学校の受講者数が減っている原因かとも思う。もっと

人間関係が深められるようなものができればと思う。29 年度は、講師

が変わり、善光寺や館外へ行くなどの企画もあり活発に動いている。そ

の延長には、各講座の受講者には次年度以降の活動の希望があるのでは

ないか。講座の内容について、講師の意向だけではなく、受講者からア



ンケートを取るなどして次年度に反映してもらえれば、人と人とのつな

がりや成人学校の中でのつながりなどの次へのつながりになると思う。

趣味だけではなくつながりが強くなるのではないかと思う。 

事務局  長年講師をつとめられていた講師がおやめになり、本年度、新たな講師

をお迎えした講座があり、講座の内容が活発になったところもある。今

までと違うと感じられている受講者もいると思う。成人学校の講師につ

いては、講師にお任せしているところもある。ご指摘のとおり、次年度

の希望などを聞くのも有効だと思う。貴重なご意見をいただきありがた

い。 

委 員  学校とのつながりについては、校内で公民館の事業のチラシを回覧して

終わっている。先生や生徒には伝わっていないと思う。学校との連携に

ついては、具体的なものが見えない部分がある。 

事務局  昨年、柳町中学校からご提案いただいて実現できなかったが、成人学校

の英会話教室を中学校でやってくれないかという申し入れがあった。中

学生と一緒に学び、中学生にとっては、地域の方々が、年齢層の幅を持

っても英語を勉強している、そこに自分も係るということを計画しても

らったが詰めきれずに終わった。成人学校が出向いて、子どもたちに地

域の人たちが学んでいる場というものを見てもらうと同時に学校の先

生も知ってもらう機会になるかと思う。このご提案に踏み出したいが中

学校とのカリキュラムの時間数との問題などがあり、どこでできるかと

なると総合の時間の中の１時間でも参加できれば、そのような体験がこ

の地域で続いていかれれば、若い世代を取り込み、公民館を知っていた

だく機会になるかと思う。説明だけではなく、こちらが出向くというや

り方もあるかと思う。 

委 員  連携の前には、知ることが大切だと思う。知るには、まず動いてみるこ

とが大切。動くように声をかけるのが校長の仕事かなと思う。今年、湯

谷小学校が北信越の図書館大会の会場校になっている。公民館の年間計

画を見ると「ビブリオバトル」がある。開催日がちょうど夏休みにもな

るので、職員研修として参加したいと思う。参加する中でそのエキスを

使って授業作りだったり、うまくいけば図書館教育の中で、学校の中で

取り込んで一緒にやってもらえれば知るということにつながっていく

と感じた。 

事務局  今年度、ビブリオバトルは２回開催を予定している。本館２階に図書館

の分室がある。そこに過去のビブリオバトルでチャンプ本に選ばれた本

を紹介するコーナーを設置する予定。 

委 員  地域公民館と市立公民館の違いがよくわからなかった。学校の職員もわ

かっていないと思う。先ほど、会長から教育センターの話があったが、



学校の職員研修の場にもつながるんだとわかった。 

事務局  基本的には市立公民館は教育委員会の配下。地域公民館は地域の住民が

願って設立したもので、教育委員会と直につながっているものではない。

同じ公民館と名乗っているのは、生涯学習、地域の方たちの要望に応え

る学びの機関も担っている。市立公民館は社会教育法のもとに教育機関

の一環である。 

会 長  各町、自治協議会、学校、地域等が、事前に公民館の年間計画がわかっ

ていれば、地域の事業や学校の研修会など、公民館と連携して一緒にや

っていかれればいいのではないか。学校や地域や住民自治協議会などい

ろいろなところでこのような催しをやっているが、みんなバラバラでや

っている。一年のスケジュールが事前にわかっていれば、例えば育成会

等の事業で連携していけばいいと思う。 

事務局  今年度の計画は、昨年の１１月頃から事業を計画し、３月には住民自治

協議会事務局に持っていっている。学校にも届けることも必要と感じた。

今までこうした動きがなかったので、これからは、連携できることはぜ

ひ連携させてほしい。託児に関しては連携はうまくいっているが、その

他の講座についてはバラバラになっている。それぞれ住民自治協議会の

実情もあると思うが連携していかれればと思う。学校に関しては、子ど

も向けの講座や先生の研修にも使えるような講座とわかるように提供

できればと思う。 

委 員  これからの講座の中で育成会の子どもたちが参加できそうな講座をピ

ックアップしてそれぞれの町の育成会に情報を流していきたい。全部が

全部参加できないが、なるべく青少年育成会として協力していきたい。 

事務局  ありがとうございます。 

会 長  公民館の活動が変わってきた。老人から成人、そして全生涯というふう

に変わってきている。これも時代の要請とともに、社会のものの考え方、

ニーズというものがだいぶ変わってきた。いずれにしても連携を密にし

ながら充実し、有意義な人生を過ごしていく、そのあり方などを考えて

いくというのが公民館のあり方だと思う。忌憚のない意見をいただきあ

りがとうございました。 



資料①

〒

（ ) －

（ ) －

１　分館・地域公民館

２　予算・職員体制

(1) 予算(単位　千円)

(2) 職員

３　活動の重点目標

(1)

(2)

(3)

(4)

1 1

1 1

1 1

1 1
1 1
1 1
1 1
1 1
1 1

小林　洋子 岩田　要
岡村　律子
ハービー　牧子
岩本　友香

分館名 館　　長 主　　事
第一地区 黒井　昭 北條　千秋

― ― ―

― ― ―

4624

手形アート２ 手形アート 7 14 21
手形アート３ 手形アート 8 16 24

親子で木工教室 親子で木工教室 19 18 37
手形アート１ 手形アート 10 16 26

ホタルの生態、ホタル鑑賞 25 29 54

乳幼児対象救急救命法及び
防災訓練

救急救命訓練、通報訓練、避難訓練、
消火訓練

28 31

城山ハロウィンパーティー お菓子づくり、仮装パーティー 13 35 48

長野市大字長野東之門町２４６２

ＴＥＬ

ＦＡＸ ０２６ 232 3112

3111

19,075

館　　　長 係　　　長 事務職員

滝 箱 清 水

分　館　職　員

第二地区分館

上       松 城 山 団 地 元 善 町 (三 輪 田 町)

湯 谷 団 地 新       町 淀  ヶ  橋

１７,５３９

桜 枝 町 横 沢 町

世代間交流 城山ナイト ギター演奏、ピアノ連弾等住民交流

事
業
数

開
催
数

延参加者数

男 女 計

４　事業概要

初夏の夕べ　親子で夕涼み
ホタル鑑賞会

次世代育成

館報やホームページによる公民館活動の広報に努める

70

(平成28年度）

(1)一般事業

事業区分 事　業　名 内　　　　　　容

59

親子でガーデニング講座 親子で花の寄せ植えの基礎 9 17 26

市民のニーズに応じた、成人学校講座や市民講座を開設し、人と人との絆、人と地域の絆
づくりに努める

家庭・地域の教育力向上に向け、住民自治協議会・学校等と協力や連携を図り、主催事業
を企画・開催する

利用者が気持ちよく使用できるよう、公民館の環境整備を図る

人口

16湯       谷

1　城山公民館
380-0852

０２６ 232

分　館　名

第一地区分館
茂       菅 西   長   野 往 生 地

長  門  町

地　域　公　民　館　名　　　　　　　　(館数18） 地区数

岩 石 町

世帯 ８,０９１

立  　   町
17

新 諏 訪 町



資料①

1 1
1
1

1 1
1 1
1 1
1 1
1 1
1 1

1 1

1 1

1 1

1 3

1 1

1 2
1 1
1 1
1 1

1 1

1 1

1 1

1 1

1 1

1 1

1 1
1
1
1
1

1

1 1

1 1

1 1

1 1

1 1

1 1

1 1

1 4

1 1
1 8

７公民館合同成人式 成人式典、アトラクション 75 77 152
館報「城山」編集会議 館報年4回発行編集会議 32 32

2014年長野県北西部地震と
長野の大地

講演１「長野県北西部の地震による長
野市の被害、善光寺石造物の被害」講
演２「信大震動調査グループが取り組
んだ住民アンケート結果」「歴史地震か
ら見た長野の地震災害リスク」講演３
「長野盆地の生い立ち」掲示「長野西
高の取り組み」

72 33 105

本を通して人を知ろう～ビブ
リオバトル～

書評を展開し合うゲームで本と人に出
合う

14 24 38

城山館（4）
手作り木版画年賀状のお話とハーモニ
カ演奏

6 7 13

城山館（5） 創作紙芝居「ものぐさ太郎」 3 8 11

城山館（2）
城山歴史ミステリー「地附山のひみつ」
「善光寺の裏の大きな池」

9 13 22

城山館（3） ギター演奏 8 5 13

気象サイエンスカフェ
講演１「４K映像による空の探検」講演２
「天文学で解く銀河鉄道の夜」

54 27 81

城山館（1） 太宰治著「カチカチ山」の朗読 1 16 17

1
生ごみ堆肥利用の野菜でエコ調理 1 17 18
生ごみ堆肥利用のガーデニング 3 14 17

生ごみ堆肥化、土づくりのフォローアッ
プ

8 11 19

生ごみ堆肥利用の野菜作り 2 16

13

18
5 22 27段ボール箱で生ごみの堆肥化

18 31

タカの渡り観察会 タカの渡り観察 12 3 15

パネルシアター　ミミズのカー
ロ

環境問題テーマのパネルシアター「ミミ
ズのカーロ」実演

8 12 20

そうだ　飯綱へ行こう
長野市の歴史、地層、生い立ちなどを
知る

8 14 22

生ごみでお花や野菜を作ろ
う！～生ごみで土作り～

世界の料理（３）
リトアニア共和国出身講師による自国
の料理と文化

5 25 30

簡単おやつ作り
お菓子作り実演、食についての講話、
ティーパーティー

6 12 18

世界の料理（１） タイ出身講師による自国の料理と文化 4 26 30

世界の料理（２）
アメリカ出身講師による自国の料理と
文化

4 26 30

三輪田町スキー教室 スキー教室 23 30 53
足育のすすめ　その後！ 足指体操で健康に 3 16 19

講演会「新聞読み方　うらお
もて」

講演会「新聞読み方　うらおもて」 20 22

1 12

22

足育のすすめ 足指体操で健康に 3 41 44

成人学校作品展
成人学校受講者の作品展示、ステー
ジ発表、お茶席、囲碁対決等

151 268 419

はつらつ健康体操＆かんた
んダンス

体操とレクリエーションダンス 1 21

53 53

13折り折りの楽しみ（３） 絵本カバーでエコバッグ作り

折り折りの楽しみ（６） 立体の鬼のお面作り 20

4

1 12 13

おとうふで作る白玉フルーツポンチ 6 21 27

ゆかたでお散歩 1

成 人 祝 賀

野鳥観察入門 野鳥観察のガイダンス

折り折りの楽しみ（５） 折り紙で作るお正月リース

「真田丸」真田信之公と大鋒
寺

講演「真田信之公と大鋒寺」 38
ゆかたの着付け

文 化 芸 術

20

ヨガ体験講座 ヨガ体験講座

折り折りの楽しみ（４） お猪口とちりめんで針山

体育・レクリ
エーシ ョン

4
16

15

食 育

環 境 学 習

地域力向上

読 書 推 進

広報・調査

36 74

21
折り折りの楽しみ（１） 簡単な苔玉づくり 15

善光寺周辺散歩、ゆかたのマナー 1 20

折り折りの楽しみ（２）

42

心を結ぶメロディーと語り ヴァイオリンの演奏と講演 24 11 35

16



資料①

1

1

1

1

48 62

(2)成人学校講座(平成28年度)

前 後 夜 男 女 計 前 後 夜 男 女 計

1 月 ○ 7 9 16 16 水 ○ 6 3 9
2 月 ○ 0 12 12 17 水 ○ 2 5 7
3 月 ○ 10 10 20 18 木版画 木 ○ 21 2 23
4 月 ○ 17 14 31 19 着物をリフォーム 木 ○ 0 22 22
5 月 ○ 13 9 22 20 水彩画初級 木 ○ 13 19 32
6 月 ○ 5 13 18 21 洋画「人物画」 木 ○ 10 8 18
7 月 ○ 10 2 12 22 太極拳 木 ○ 6 9 15
8 火 ○ 1 8 9 23 パッチワーク・キルト 金 ○ 0 16 16
9 火 ○ 11 28 39 24 書道初級 金 ○ 7 14 21
10 火 ○ 8 13 21 25 華道初級 金 ○ 0 13 13
11 火 ○ 7 7 14 26 古典文学 金 ○ 1 10 11
12 火 ○ 0 9 9 27 ハワイアンフラ入門 金 ○ 0 10 10
13 火 ○ 6 8 14 28 囲碁入門 金 ○ 8 2 10
14 水 ○ 0 17 17 29 実用英会話入門 金 ○ 7 13 20
15 水 ○ 5 13 18

５　運営審議会委員

◎

７　公民館使用団体(平成29年度)

小林　勲 第二地区住民自治協議会 高 齢 者 117 273 4,156
廣澤　伊一郎 第一地区横沢町公民館長

和田　裕 西部中学校 合　　　 計 1,883 4,927
中本　佳代子 部落解放同盟城山支部 そ の 他 100 186

75,421
3,793

成 人 992 2,566 32,842

小山　八寿子 湯谷小学校

音 楽

長野マンドリンクラブ、すずらん、長野市交響楽団、森のコカリナ、「りんどう」、混声合唱団CHOR VIVE、信州松代尺
八の会、さつき会、こーる★ずー、星の音会、大正琴オリオンズ、フルートアンサンブル友華夢、新和会、唱歌と童謡
を愛する会長野支部、雅照会、長野鈴慕会、ハーモニー若里、長野市民吹奏楽団、長野正派合奏団、晋山会、コ
カリナメグの会、はるうらら、長野女声コーラス、コールスマイル、アルモニック、アンサンブルじゅげむ、北信合唱連
盟、吹奏楽団夢フルート部、めぐみコカリナ、木管サンサンブル、コーラスおたまじゃくし、女声合唱団コーロ・アニ
マート、吹奏楽団夢、声楽家集団土の会、長野トランペットアンサンブル、コール・フォーエヴァー、市吹サックスアン
サンブル、伝田社中、ファゴットアンサンブル「メイプル」、その他7団体

語 学 E・S・C、フライデー、その他2団体
自 然 科 学 その他1団体

絵画・工芸
彩友会、長野美術研究会、遊、日本画OB会、ブルーポピー、城山俳画クラブ、Mの会、スタジオ白い風、
城山美術研究会、長野県日本画会、月曜会、チェリーの会、新構造社長野県支部、城山陶楽会、農民
美術愛好会、籐細工の会、その他4団体

乳幼児教育 あそぼ！、にっこり育児の会、マムズ・サン、その他2

青少年教育

ながの忍法武術会、長野こども文庫連絡会、ボーイスカウト長野15団ボーイスカウト隊、同カブ隊、同ビー
バー隊、ボーイスカウト長野第1団、ボーイスカウト長野地区、ガールスカウト長野県11団、同31団、長野
中部子ども劇場、同城山グループ、同三輪グループ、箱清水育成会、おはなし畑、原始村鳩族、ながの
子どもと本をむすぶ市民の会、その他2団体

教育・その
他

NPO法人さくら会、長野県高等学校文化連盟、その他1団体
郷 土 史 ・ そ の 他 古文書研究会、日本精神療法学会

石坂　真一 第二地区青少年育成委員会 行 政 関 係 83 277 10,249
北澤　仁己 第二地区滝区公民館長 公 民 館 事 業 371 1,084 16,177

岩倉　正江 第一地区民生児童委員協議会 女 性 76 183 2,389
小池　公雄 第一地区住民自治協議会 次 世 代 144 358 5,815
氏　　名 所　　属　　等 区　分 団体数 回数 人員

実用英会話初級

茶道
書道
茶道

在  籍  者  数  合  計 499

６　利用状況  （平成28年度　延人数）

謡曲初級
英語・英会話応用

時間帯 在籍数

書道「写経入門」
水彩画上級
たのしいハーモニカ教室

洋裁初級 盆栽と盆景
洋画
善光寺平の歴史散歩
郷土史「善光寺」
太極拳

英語・英会話基礎 楽しい日本画とスケッチ

講　座　名
曜
日

番
号

講　座　名
在籍数

発掘調査速報 発掘調査遺物･パネル等の展示 44 32 76

第一分館施設管理打合せ会
城山公民館第1分館管理に関する打
合せ

7 1

曜
日

合　   　　　　　計 840 1,324 2,164

番
号

時間帯

8

城山公民館別館の今後

防犯ポスター展示
防犯ポスターの展示（小中学生より募
集）

11 24 35

別館の今後に関する打合せ会 10 1 11
そ の 他

展 示



資料①

茶 道
和の会（日）、同（水）、同（土）、敬の会、敬の木曜会、昌麗会、同金曜会、石州流長野怡溪会、草人木
会、宗偏流長野支部、その他4団体

華 道 西部中華道サークル、長野県宏道会

体育・ｽﾎﾟｰﾂ

養生クラブ、自彊術、長野カヌークラブ/あどむ、長野アップルスクエアズ、長野ラウンドダンスクラブ、城
山ダンス、ダンスクラブ「夢」、ソシアル28、サークルアサヒ、ステップ30、フレンドみなみ、アオシス、キッズ
ダンス、SD城山、タンゴサークル、長野スクエアダンスクラブ、忍武会上松道場、真向体操クラブ、太極拳
信会、太極拳長野一陽（火曜会）、同（金曜会）、ゲートボールふれあい、カスミソウ、日本ヨーガ療法士協
会長野、DOYORU太極拳、吹き矢同好会、その他5団体

演劇・芸能 マスヤン一座、劇団空素、ねこやなぎ、焼酎亭落語、その他1団体

文芸・その
他

長野ホトトギス俳句会、桜吟会、瑞穂吟道会、国洲流吟道会、神州流犀曲吟道会桜舞会、香に関する和
歌等の勉強会、北信かるた、信州せをはやみ会、その他2団体

舞 踊 茜会美野

そ の 他
花水木、ライフグループ城山、笑いヨガ（豊野スポーツクラブ）、ラボ国際交流センター、チャレンジクラ
ブ、長野医療生協第一支部、その他19団体

園 芸 自然菜園勉強会
囲碁･将棋 あさひ囲碁会、山囲会囲碁研究会、城山囲碁クラブ

料 理 手作りパンクラブ、その他1団体
手 芸 手編ものOB会パッチワーク同好会
和裁・洋裁 その他1団体



運営審議委員会資料 H29.6.29 

H28年度 城山公民館の運営を振り返って

１ 平成２８年度活動の重点目標

（１）市民のニーズに応じた、成人学校や市民講座を開設し、人と人の絆や人と地域の絆

づくりに努める。

（２）家庭・地域の教育力向上に向けて、住民自治協議会・学校等と協力や連携を図り、

主催事業を企画・開催する。

（３）利用者が気持ちよく利用できるよう、公民館の環境整備を図る。

（４）館報やホームページによる公民館活動の広報に努める。

２ 平成２８年度活動を振り返って

重点（１）に関わって 

①市民講座において、子育て世代向けの講座を試みた。２～４回企画したところ、

初回は７～８人程度だった参加者数が回数を重ねるに従い増え、講座への期待感

もアンケートから伺うことができた。

   ※ 特に、乳幼児を抱えた世代は、講座で出会ったことからつながりが広がって

いくことがうかがえた。

②地域の歴史や災害に直結した講座には多くの地域住民の参加があった。身近な地

域の歴史や住んでいる地域の地質的な構造等、地域を見直したり生活の安全を思

考する上で、求められていることがうかがえた。

重点（２）に関わって 

  ①市民講座数は H27年度の約 1.8倍の講座数（25講座→46講座）を企画。参加者
数は H27 年度の 2.5 倍（721 人→1745 人）となった。特に、家庭・地域の教育
力向上にねらいを据えた市民講座（親子学級・地域学習）への参加者は全体の参

加者に対して 5％から 20％に増え、需要が大きいことがわかった。
  ②第一・第二住自協事務局へ何回か出向き、協力をいただける接点を模索して来た。

その結果、以下の協力を得ることができた。

   ⅰ 託児協力として、両住自協から人員派遣をお願いできた。

   ⅱ 講座推進に当たって、資料等の提供をしていただいた。

   ⅲ 救急救命法を消防署に依頼するに当たり、第二住自協の避難訓練と共催させ

ていただくことができた。

  ③気象台・善光寺事務局と共催又は協力をいただいての講座を企画推進できた。

   近隣の小・中・高との連携が難しい。信州型コミュニティースクールが進む中、

学校現場は、同じ教育委員会下にあり、同じ教育大綱をめざしている市立の公民

館の役割を知らない傾向にある。学校とは関係のないものような意識を持ってい

ることを感じる。生涯学習を願っている基本的なところでは同じであるが、市立

公民館と地域公民館との違いも、分からない実情がある。しかし、日々多忙な学

校においては、仕方がない面を感じている。

資料 ②



   ⅰ 学校との連携が一番難しい。地域に根ざしたり、学校で時間的にできない学

びの場を設け足りした時に、学校へ直接お願いに出向くが、共有感が希薄に

感じる。

   ⅱ コミュニティースクールに関わって、公民館の成人学校に学ぶ方々の最終的

な目的は地域への寄与であることから、人材情報を持っていることを機会あ

る毎に学校へ伝えてきたが、機能させることができなかった。

重点（３）について 

  ①成人学校通信（H28年度から）の掲示や季節に応じた展示等に努めて来た。
②本館北側の教室には、エアコンがないため、盛夏の期間タオルを凍らせておき、

教室に届け、好評だった。

  ③職員で朝当番を決め、勤務時間より３０分早く勤務をしてもらい、入り口にお茶

を準備したり、館内の点検等に努めた。

重点（４）について 

   ①市の関係施設にチラシを置いていただいたり、来館者に直接案内をしたり広報に

努めた。

   ②ホームページを各事業毎に更新し、見ていただけるように努力した。その結果、

昨年度の城山公民館ホームページ利用が徐々に上がり、３月には多くの方々が見

ていただいていることがデータから分かった。

   ③ホームページでの広報が大変有効であることが分かった。



資料③

平成２９年２月２８日

城山公民館 別館ホール

使用団体 様

長野市立城山公民館

館 長  小 林 洋 子

城山公民館 別館ホール（旧蔵春閣）の閉鎖について（お知らせ）

日ごろから城山公民館をご使用いただき、誠にありがとうございます。

城山公民館 別館ホール（旧蔵春閣）は、昭和４２年（1967 年）に建設され、今日まで
市民の皆さまの憩いの場、集いの場として親しまれてきました。しかし、建物の老朽化が著

しく、耐震対策も十分とは言えません。このまま使用を続けた場合、利用者の皆さまの人命

に係わる被害も想定されます。そこで、平成３０年３月３１日を持って、城山公民館 別館

（旧蔵春閣）を閉鎖することとなりました。

以上のことにつきましては、先日開催した「利用団体説明会」で説明させていただきまし

たが、改めてお知らせするものです。

また、平成３０年３月３１日以降は、城山公民館 別館は立ち入り禁止となりますので、

それまでの間に、別館ホールの倉庫及び中二階に用具を置いている団体の皆さまには、用具

の撤去をお願いいたします。

利用者の皆さまには、別館ホールをご利用いただいておりますことに心より感謝申し上げ

ます。大変残念ではありますが、閉鎖せざるを得ない状況をご理解いただき、ご協力いただ

けますようよろしくお願い申し上げます。

長野市立城山公民館

電話 026-232-3111 
FAX 026-232-3112 



資料④ 

平成 年 月 日

城山公民館 第一地区分館

 様

長野市立城山公民館

館 長  小 林 洋 子

城山公民館 第一地区分館の耐震工事の工期について（お知らせ）

日ごろから城山公民館をご使用いただき、誠にありがとうございます。

さて、本年度予定しております城山公民館 第一地区分館の耐震工事についてですが、6
月に入札が行われ、７月から耐震工事が行われる予定となっております。

つきましては、第一地区分館は７月から工事終了までの期間は使用ができませんのでご承

知おきください。なお、工事の終了時期については、いまのところ未定となっています。詳

細がわかりしだいご連絡申し上げます。

長野市立城山公民館

電話 026-232-3111 
FAX 026-232-3112 



                                     資料⑤

運営審議委員会資料 H29.6.29 
                            追記 H29.9.13 

H29 年度城山公民館の運営に関って

１ 平成２９年度活動の重点目標

（１）市民のニーズに応じた、成人学校や市民講座を開設し、人と人のつながりや人と地域がつな

がっていくことに努める。

（２）家庭・地域の教育力向上に向けて、住民自治協議会・学校等と協力や連携を図り、事業を企

画・開催する。

（３）利用者が気持ちよく利用できるよう、公民館の環境整備を図る。

（４）館報やホームページによる公民館活動の広報に努める。

２ 平成２９年度重点目標を推進する具体について

重点（１）について 

  ①子育て世代の乳幼児を抱えた世代向きに「ひよこクラブ」を立ち上げ、約月１回年間９回の

講座をシリーズで企画。若いお母さん世代の仲間が、つながり広がることを願っている。

※ 現在３回終了。親子で２０組募集のところ、いずれも３０組以上の申し込みが  

あり、キャンセル待ちやお断りをする状況。

  ②小学生以下のお子さんをもつ子育て世代向きに「あひるクラブ」を立ち上げ、９月以降、土

曜日開催で約半年間に５回講座を企画。親子での時間を持つと共に、命の学習につながる学

びも企画（親子で記念樹：盆栽）。

※ 現在２回終了。父親の参加が多く、大変好評であった。

  ③子どものみの参加も企画。ミステリーツアー（夏休みと学校が休日の日の２回、戸隠公民館

と協力）、公民館を開放しての勉強会（８/７～８の２日間、大勧進のお坊様の座禅の話、地

域の方の夢をあきらめない話：昨年度の運営審議委員会での提案を受けての企画）、城山書

初め大会（旧蔵春閣で教えてもらいながら書初めを書く）、今年度新たな試み。

※ ミステリーツアーはキャンセル待ちが１０名近くあった。集中勉強会は８名の信大生の

協力のもと、２０名以上の小中学生が参加。充実した２日間になった。

  ④「世界の料理教室」の講師を可能な限り地域からお願いし、料理を作ることを通して、地域

の皆さんに様々な国の方がこの地域に住んでいることやその国と日本のつながり等を学ん

でいただくねらい。（リトアニア、タイ、ポーランド、アメリカ、中国の予定）

※ リトアニア料理を指導された藤井ユーラテさんには「杉原千畝のお話」（11/29）も依頼。

  ⑤「城山ハロウィンパーティー」を昨年度に引き続き企画。県立長野ろう学校幼稚部の先生方

と親子が参加。中間教室三輪校ならびに協力可能な他の中間教室の中学生が準備協力と参加

のもとに、地域の若い親子との交流を図る。様々な子ども達が一生懸命学んでいることを、

地域の方に知っていただき、理解を図る。

⑥成人学校開講式で、信州型コミュニティースクールへの協力を受講生全員にお願いをした。

要請があったときの協力体制を作って成人学校をスタート。

重点（２）について 

  ①成人学校は本年度 30 講座成立。昨年度市民講座で行った「のびのび骨盤ヨガ 」の継続希望
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があり成人学校として成立でき、昨年度より１講座増え実施。成人学校５０８名でスタート。 

②今年度、市民講座６２講座実施予定。親子講座、地域の学びの充実を図った。 

※ 今年度の地域の学び 

   ・善光寺東庭園での｢ホタル鑑賞会｣（城山小４年生がホタルの幼虫を法流） 

   ・歴史を通して城山地域を見直す「長野のあゆみと城山」３回シリーズ 

                              （長野公文書館の協力を得る） 

   ・「我が地域の防災を考える～地震や豪雨災害にむけて～」 

    （各分野の専門家の方々によるパネルディスカッション 

：長野市危機管理室、気象台、地質専門家、地震体験者、地域代表者） 

   ・「古地図を片手に 田辺さんとぶらぶら散歩」 

           （古地図を見ながら善光寺周辺の史跡を巡り、大地の成り立ちから学ぶ） 

  ③住民自治協議会との連携。第一・第二住自協ともに、前向きに協力をしていただけ大変心強

い。また、事務局の皆さんが常に温かく関わってくださり、感謝。 

   ・託児協力（地域住民のネットワークからの協力体制が整いつつある） 

   ・互いの講座の広報活動（特に、若い世代向け講座） 

   ・第一地区では、学校との地域連携会議に昨年度の２回目の会から館長が参加。 

   ・第二地区では、教養部会に館長が所属。講座への協力をお願いできる体制ができた。 

  ④地域内の小学校との連携を試みる。（中・高もあるが今年度はまず小学校へ） 

   ・城山小学校からコミュニティースクールへの人材派遣要請が今年度初めてあった。 

   ・城東小学校からは、児童と乳幼児との交流を図る講座への参加希望あり。会場を城東小学

校にして実施予定。 

△ 公民館が同じ教育委員会のもとにあり、地域の教育力を担っている場所であるという

認識を学校職員の皆さんに理解していただくことをどのように進めていけばよいのか、

課題は大きい。コミュニティースクールを推進するには、学校も地域を構成している

１つであるという視点を学校の皆さんにもっていただくことも必要。 

  ⑤地域内にある、気象台、公文書館、善光寺寺務局とも連携・協力を推進する。 

重点（３）について 

  ①館内の展示物等、利用者の皆さんの立場に立って、分かりやすく気持ちのよいものに努める。 

  ②入り口のお茶の用意やエアコンの効かない教室利用者への冷たいタオル配布等も継続。 

  ③図書館整備を５～６月にかけて実施。廃棄本を整理し、書架に前後２列で置かれていた本を

１列にして、見やすく配置し直した。市民講座「ビブリオバトル」と連動して、紹介された

本を展示するコーナーを設置する予定。 

  ④一番は、笑顔の対応。そのためには、職員の連携や気持ちよく働ける事務室運営へ。 

重点（４）について 

  ①ホームページを定期的に更新し、新しい情報や城山公民館の取り組みを伝えていくことによ

り、ホームページを検索していただける人を更に増やしていく。（目標は週に１回更新） 

  ②公民館の講座に１回参加して知っていただくとリピーターが増える。初めての参加者をどの

ように増やしていくか、今後も検討し工夫する。 

  ③広報は回覧板だけでは限界がある。各新聞や広報雑誌等や NHK テレビや有線テレビ、ラジオ

等も活用し、「知っていただく」努力を積み重ねていく。 
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月 月 日 名前 概要 講師 出席職員 親子学級 地域の学び

4 12 デジタルカメラ撮影講座　城山の桜を写しましょう！ デジタルカメラの撮影入門講座 地域住民（岩本さんの友達）

4 22 世界の料理教室 リトアニア共和国の家庭料理 藤井ユーラテさん

5 17 いきいき健康づくり講座 足育のすすめ 浦山和大さん 小林館長、岩本さん 　

5 19 健康たいかん教室 健康づくりのためストレッチ、筋力トレーニングなど 宮川彩子 岩田

5 24 城山ひよこくらぶ リトミック＆簡単工作  読み聞かせ 早川佑桂さん　　牧豊子さん 岩本さん、岡村さん、ハービーさん ○

5 26 健康たいかん教室 健康づくりのためストレッチ、筋力トレーニングなど 宮川彩子 ハービーさん

5 27 ボブ・ディランとドナルド・トランプ ボブ・ディランとドナルド・トランプについての講演会 百瀬　民明 小林館長、岩田

5 31 手作りホタルかご工作講座 ホタルかご作り方を紹介 徳竹　利一 小林館長、岡村さん

6 2 健康たいかん教室 健康づくりのためストレッチ、筋力トレーニングなど 宮川彩子 岩本さん

6 7 城山館 地域住民のコミュニティーの推進 地域住民(メグ住民) 岩本さん、小林館長

6 8 初夏の夕べ　みんなで夕涼み　ホタル観賞会 善光寺東庭園でホタル観賞会 大日方秀康 小林館長、岩田 ○

6 9 健康たいかん教室 健康づくりのためストレッチ、筋力トレーニングなど 宮川彩子 小林館長

6 14 長野のあゆみと城山① 長野のあゆみと城山の歴史 公文書館　宮澤　昌道 岩田、小林館長 ○

6 16 健康たいかん教室 健康づくりのためストレッチ、筋力トレーニングなど 宮川彩子 岡村さん

6 22 城山ひよこくらぶ 簡単おやつ作りと食の相談会 岡村恵美子さん 岩本さん、岡村さん、ハービーさん ○

6 23 健康たいかん教室 健康づくりのためストレッチ、筋力トレーニングなど 宮川彩子 小林館長

6 24 地球にさわって温暖化について考えよう！！ デジタル地球儀で温暖化を学ぶ、いろいろな発電方法を実験グッズで体験 地球温暖化防止活動推進員 ハービーさん、岩田 　

6 27 生ごみ自家処理実践講座 段ボールを使った生ごみ堆肥化講座 生活環境課 岡村さん

6 30 健康たいかん教室 健康づくりのためストレッチ、筋力トレーニングなど 宮川彩子 ハービーさん

7 7 健康たいかん教室 健康づくりのためストレッチ、筋力トレーニングなど 宮川彩子 岡村さん

7 8 麦わらで作る蛍籠 ホタルかご作り方を紹介 長野ホタルの会 館長、岩田、岡村さん

7 14 健康たいかん教室 健康づくりのためストレッチ、筋力トレーニングなど 宮川彩子 岩本さん

7 19 ゆかたでお散歩① ゆかたの着付け 松橋輝子さん 館長、岩本さん

7 20 城山ひよこくらぶ ママの体操　骨盤調整ヨガ(託児付き) 髙木裕子さん ハービーさん、岡村さん、館長 ○

7 21 健康たいかん教室 健康づくりのためストレッチ、筋力トレーニングなど 宮川彩子 岩田

7 27 世界の料理教室 異国の料理法と異文化の体験 (グリーンカレー、タイ) 地域住民 岩田、ハービーさん

8 1 子どもミステリーツアー 行き先不明の体験学習会 博物館職員等 館長、岡村さん 　

8 2 ゆかたでお散歩② ゆかたの着付け、大勧進でお抹茶 松橋輝子さん 館長、岩本さん

8 ７,8 夏休み集中勉強会 小中高生を対象とした勉強会と講演 信大生など 館長、岩本さん

8 9 男の秘伝料理① 夏野菜で作る冷やしうどん 若林さん 岩田、ハービーさん

8 10 タオルdeケーキ タオルを使ってケーキを作る手芸講座 宮崎さん ハービーさん、岩本さん、館長

8 23 ビブリオバトル① 本を紹介しながら、コミュニケーション 　 岩田、ハービーさん

9 2 城山あひるくらぶ 親子で木工教室 山岸茂治さん、倉島武志さん ○

9 6 我が地域の防災を考える　～地震や豪雨災害にむけて～ 地域や個人での震災対策に関するディスカッション、災害講演 住民自治協議会ほか ○

9 9 城山あひるくらぶ 家族の記念樹を作ろう① 山本千城子さん ○

9 13 長野のあゆみと城山② 長野のあゆみと城山の歴史 公文書館　宮澤　昌道 ○

9 20 城山ひよこくらぶ 子どものいざという時に！救命救急講座(託児付き） 日赤救命救急士 ○

9 21 タカの渡り観察会 タカの渡りの観察 小林富夫さん、玉木征幸さん

9 27 世界の料理教室 異国の料理法と異文化の体験（ポーランド　信大生） クロノウスキー　ヴィクトル

9 30 パネルシアター　ミミズのカーロ パネルシアターで環境学習 生活環境課
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10 4 戸隠地質化石博物館　田辺さんと行く　古地図片手に街歩き 城山近辺の古地図を手に、史跡や地層などをまわる 田辺智隆さん ○

10 11 城山ひよこくらぶ 手形アート(託児付き) 早川佑桂さん ○

10 19 子ども体験教室 リトアニア料理と善光寺で体験 藤井ユーラテさんほか

10 31 城山ハロウィンパーティー 親子参加型の工作づくり、仮装による地元住民とのふれあい 公民館職員 ○ 　

11 15 素敵な本と人との出会い！　ビブリオバトル② 本を紹介しながら、コミュニケーション なし

11 21 世界の料理教室 異国の料理法と異文化の体験（アメリカ　リトアニア料理参加者） ジャックス　ディミトリアス

11 22 城山ひよこくらぶ 年賀状にも使える！子どもの写真の撮り方＆読み聞かせ 渡邉祥子さん　牧豊子さん ○

11 23 城山ナイト 地域住民のコミュニティーの推進 めぐみコカリナの会、宮崎千鶴子

11 29 杉原千畝のお話 日本のシンドラー、杉原千畝のお話 藤井ユーラテさん

12 13 長野のあゆみと城山③ 長野のあゆみと城山の歴史 公文書館　宮澤　昌道 ○

12 16 城山あひるくらぶ バター作りと、手作りバターを使った料理（お菓子）作り 公民館職員 ○

12 20 城山ひよこくらぶ クリスマス親子コンサート＆読み聞かせ 牧美花さん　牧豊子さん ○

1 5 城山　書初め大会 親子参加型、地域住民による書初め大会 成人学校受講者 ○ ○

1 10 城山ひよこくらぶ フォトフレーム作り 早川佑桂さん ○

1 17 さよなら　蔵春閣① 蔵春閣を含む城山公民館の歴史 公文書館　西沢　安彦 ○

2 2 男の秘伝料理② デザート

3 城山あひるくらぶ 家族の記念樹を作ろう② 山本千城子さん ○

3 15 城山ひよこくらぶ お呼ばれにも役立つ！ママに似合うきれい色講座(託児付き) 加藤才子さん ○

3 20 世界の料理教室 中国、料理 李さん ○

3 22 さよなら　蔵春閣② 蔵春閣を含む城山公民館の歴史 公文書館　西沢　安彦 ○

3 24 城山あひるくらぶ 親子で太極拳 吉田ますみさん ○

3 野鳥観察入門 野鳥の観察 小林富夫さん
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H24 H25 H26 H27 H28
市民講座 410 460 948 721 1745
成人学校 598 575 560 548 499
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成人学校と市民講座利用者数の推移

※H２８市民講座利用者数２１６４人ですが、H２７市民講座利用者数に作品展来館者数が入っていないので除いた人数になっている。
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○H28年度から教育委員会「生涯学習課」から「家庭・地域学びの課」に変った。名前を変えた背景に、本来の生涯学習の意味合いを位置づけるものがあった。それは、

近年、公民館利用が比較的高年齢に偏りがちになっていた実情があった。本来の生涯学習の対象である「生まれてから老齢期まで」を含む学びの場としての公民館運営

が求められた。

○H28年度は、家庭・地域の学びの講座を企画することに努めた。H 27年度までの城山公民館は比較的高齢者を対象とした運営であったため、どれだけの方々が受講し

てくださるか、また、講座内容が地域に求められているものであるのか、手探りでの試みであったが実施。その結果、２０～４０歳代の子育て世代が学びの場を求めて

いることが明らかになった。地域学習においては、神城断層地震の調査結果をもとにした講座には１００人以上が参加し、地域住民が求めている学びの内容について示

唆を得ることができた。

○親子学級の主は、領域「次世代育成」に含まれている、｢蛍観賞会｣「親子で木工教室」「乳幼児対象救命救急法」「親子でガーデニング」「手形アート作り」「城山ハロウ

ィンパーティー」（長野ろう学校幼稚部、中間教室三輪校の協力を得る）等。

○地域学習の主は、「真田信之公と大鋒寺」「そうだ飯綱へ行こう」「２０１４長野県北西部地震と長野の大地」等




